
令和４年度「指定建築物にかかる
廃棄物管理責任者研修会」

小売業における事業者の取り組み

生活協同組合コープこうべ

SDGs推進部 環境推進 松井清武コープこうべキャラクター
「コーピー」
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本日お話すること

１．生活協同組合コープこうべについて
２. コープこうべの企業理念とSDGs
３．プラ問題の現状について
４．プラ削減に向けたコープこうべの取り組み
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１．生活協同組合コープこうべについて

コープこうべシンボルマーク

■設立 1921(大正10年）

■組合員数 1,738,121人（世帯加入率49.2％）

■事業エリア 兵庫県全域・大阪府北摂地域ほか

■供給高（売上） 2,016億円 （2022年度12月実績）

■職員数 9,672人

■店舗事業 144店舗

■宅配事業 23宅配Ｃ（宅配利用者：約50万世帯）

■その他事業 買い物支援事業、共済事業、食品工場事業、電力事業、
福祉事業、文化事業など

（2022年12月現在）



１．生活協同組合コープこうべについて

①店舗事業 ②宅配事業（約50万世帯） ③買い物支援

（移動店舗）

（買いもん行こカー） （ネットスーパー）（兵庫・大阪に146店舗）

（個人宅配）

（グループ購入）
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１．生活協同組合コープこうべについて

④食品工場事業

⑥共済事業（コープ共済）

⑤電力事業 「コープでんき」

⑦福祉事業（居宅介護支援・訪問介護・サ高住）

（発電事業） （小売事業）

コープ商品
を製造
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２．コープこうべの企業理念とSDGs

賀川豊彦
（1888～1960) 

生協（コープ） SDGs

一人は万人のために
万人は一人のために 誰一人取り残さない

（1）コープこうべは今から100年前の1921年、賀川豊彦の指導のもと発足。
（2）賀川は、ノーベル平和賞・文学賞の候補にも選出され、

「助け合いの社会」の実現を目指し、「生協の父」と言われる。
（3）彼が唱え、今も生協を始め協同組合が大切にする「一人は万人のために

万人は一人のために」という企業理念は、100年後の今、全世界が共通して
取り組むSDGsの目指す「誰一人取り残さない」という世界観と相通じる。
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３． プラ問題の現状について

プラスチックが発明されたのはおよそ100年前。急激に増えたことにより、いろいろな問題が
指摘されています。
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４．プラ削減に向けたコープこうべの取り組み

プラスチック使用に関する基本的考え方
（2019.2月策定）

①環境に配慮した事業活動を通じて組合員のくらしを守る生協として、事業及び組合員家
庭で発生する「使い捨てプラスチックの使用量削減」を目指す。

②使用量の削減が容易なものから順次着手するとともに、短期的に使用量を減らすことが
できないプラスチック製品については、再生プラ、紙・バイオプラといった代替素材（再生
可能資源）への切替え検討やリサイクル活動をすすめる。

③消費者運動と事業体の両面をもつ生協が率先して取り組むことで、地域社会全体への
取り組みへと発展させていく。

政府目標と同様、2030年までに容器包装リサイクル法対象プラを
25％削減（17年度比）することを目指す。

商品の容器包装やレジ袋など、組合員のくらしやコープこうべの事業にとってプラスチックは多
量に使用されています。これまでもマイバッグ運動やリサイクル活動に取り組んできましたが、
持続可能な社会づくりに向け、組合員・職員の声に応え、「脱プラスチック」に関する基本方
針を2019年2月に策定しました。
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【チャレンジ１】
CO2排出量を半減！

【チャレンジ２】
食品廃棄物を半減！

【チャレンジ３】（2021年度追加）
プラスチック使用量を25％削減

【チャレンジ４】
環境に配慮したエシカルな商品やサービスの開発・供給促進！

【チャレンジ５】
組合員とともにエシカル消費を拡大！

2018年、SDGsを参考に「コープこうべの環境チャレンジ
目標」“エコチャレ2030”を策定。

３．エコチャレ2030について
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３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

※容器包装リサイクル法＝「コープこうべが使用しているプラ製の備品」「仕様を指示している商品の容器包装」につ
いて、使用量の把握やリサイクルが国の法律で義務付けられている。

（１）プラ製品の使用状況
1）コープこうべは、店舗事業・宅配事業・コープ商品開発を通じて、プラスチック製品を多く使用。
2）コープこうべが事業活動で使用するプラ製品は、以下の３つに大別。

3）このうち、容器包装リサイクル法※の対象で重量の把握が可能な②ＰＢ商品の包材や、③業務用備品類
のプラ使用量は、2,439ｔ/年（うち941ｔ/年を組合員の協力によって回収）。

①ＮＢ商品
（プラ製の商品・容器包装）

②ＰＢ商品
（容器包装）

③業務用備品類
（レジ袋・宅配配達用ポリ袋ほか）

コープこうべの事業活動から発生するプラスチック使用量を把握
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商品 ・供給量が多く象徴的な商品のプラ包材にバイオプラ配合を検討
・ＮＢメーカー様と連携して脱プラ関連商品の売上高の一部を地域の環境活動団体に寄付
（例：アサヒ飲料様のラベルレス商品の供給）
・店頭回収プラから再生したプラ製品（ボトルtoトレー、ボトルtoボトル、トレーtoトレー、フィルムto
フィルム）の出口需要の創出・開発・試用・使用
・プラ製品（ストロー、スプーンなど）の代替素材（紙等）製品の品ぞろえ（住関）
・再生プラを使用した既存商品の販促・広報強化（住関）

食品工場
・食品工場生産品（パン・和菓子など）のプラ包材の使用量削減・材質変更を検討

店舗
・マイバッグ運動、店頭リサイクル活動の広報強化
・レジ袋、買い物カゴの材質変更（再生プラ使用）、無料袋配布時に「要否」の声かけを実施

宅配 ・配達用プラ製ポリ袋（内袋）の薄肉化、材質変更、回収率アップに向けた組合員への協力の
呼びかけ・・・資料③

総務・活動
系

・店舗、宅配、本部、活動（試食等）でのプラ製備品類の統廃合、バイオプラ・紙製への素材変更
・組合員学習の強化、機関会議（総代会・研修会ほか）でのマイバッグ・マイボトル・マイ箸・マイス
プーン持参の協力呼びかけ
・組合員向け学習会やシンポジウムの開催・・・資料①

（２）各分野の取り組み事例

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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資料①ラベルレス商品の供給、売上高の一部を地域の環境活動団体に寄付

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

１本につき２円を「海ごみの清掃
活動に取り組む団体」に寄付
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資料②
宅配の商品配達用ポリ袋の回収率アップに向けた組合員への協力の呼びかけチラシ

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

スティックパンの留め具を廃止 食パンの「熟成ロイヤル」「神戸ブレット」の
包材を薄肉化

資料③ 食品工場生産品の脱プラの取り組み
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資料④【新店】でのエコチャレ2030の取り組み

①海洋プラスチックを原料に使用した買い物カゴ導入
②畜産商品の一部にノントレーパック商品を導入
③総菜売場にバイオマスプラプラスチックを実験導入
④マイバッグ運動、店頭リサイクル活動の継続
⑤「寄付機能付きペットボトル回収機」の導入
※１本につき１円を地域の環境活動団体に寄付

2021.6.24オープン！

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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資料⑤ 使い捨てプラ削減の取り組みとしての「リサイクル活動」

⇒1990年、「もののいのちを大切に」の視点で、組合員による牛乳パックの店頭リサイクル活動スタート
⇒1991年には、店舗でのプラスチック容器（ペットボトル・トレイ）の回収開始
⇒2005年には、宅配で商品配達用ポリ袋（内袋）の回収開始

＜店舗リサイクルボックスでの回収＞ ＜宅配での配達用ポリ袋の回収＞

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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＜成果＞
（1）店舗８品目、宅配４品目まで回収品目が拡大。
（2）店舗回収分は「鳴尾浜リサイクルセンター」に、宅配回収分は「玉津リサイクルセンター」に、物流の

戻り便を有効活用して集約。両センターで選別・圧縮し、付加価値をつけてリサイクル業者に売却。
（3）鳴尾浜リサイクルセンターでは、作業を障がい者の方が担い、障がい者の就労支援に。

運動性（資源リサイクル、CO2

削減、障がい者雇用）と経済
性（容リ法再商品化委託コストの

低減・リサイクル事業の黒字化）

のメリットが両立

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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資料⑥
シャンプーなどの詰め替えパックの「水平リサイクル」に挑戦する「神戸プラスチックネクスト
～みんなでつなげよう、つめかえパックリサイクル～がスタート！

行政（神戸市）や小
売業者、日用品メー
カー、リサイクラーが協
働で回収を開始。
全国的に先駆けた、プラ
スチックのリサイクルのしくみ

３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！
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↑コープこうべの神戸市内の
34店舗に回収ＢＯＸを設置。

↑つめかえパック回収
訴求ポスター



３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

資料⑦ マイバッグ持参は、誰もがくらしの中で取り組むことができる環境活動です。
現在では9割以上の方がマイバッグを持参する運動に発展しております。
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３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

レジ袋は、再生プラ50％を使用して作られています。紙袋にはFSC認証紙を採用
しています。
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３．【チャレンジ３】プラスチック使用量を25％削減！

プラ新法対応及びプラ削減商品の開発・普及などの取り組み強化により、2021
年度は、基準年（2017年度）比93.7％に削減。

商品 ・供給量が多く象徴的な商品のプラ包材にバイオプラ配合を検討
・ＮＢメーカー様と連携して脱プラ関連商品の売上高の一部を地域の環境活動団体に
寄付
（例：アサヒ飲料様のラベルレス商品の供給）
・店頭回収プラから再生したプラ製品（ボトルtoトレー、ボトルtoボトル、トレーtoトレー、
フィルムtoフィルム）の出口需要の創出・開発・試用・使用
・プラ製品（ストロー、スプーンなど）の代替素材（紙等）製品の品ぞろえ（住関）
・再生プラを使用した既存商品の販促・広報強化（住関）

食品工場
・食品工場生産品（パン・和菓子など）のプラ包材の使用量削減・材質変更を検討

店舗 ・マイバッグ運動、店頭リサイクル活動の広報強化
・レジ袋、買い物カゴの材質変更（再生プラ使用）、無料袋配布時に「要否」の声かけ
を実施

宅配 ・配達用プラ製ポリ袋（内袋）の薄肉化、材質変更、回収率アップに向けた組合員へ
の協力の呼びかけ・・・資料③

総務・活動
系

・店舗、宅配、本部、活動（試食等）でのプラ製備品類の統廃合、バイオプラ・紙製への
素材変更
・組合員学習の強化、機関会議（総代会・研修会ほか）でのマイバッグ・マイボトル・マイ
箸・マイスプーン持参の協力呼びかけ
・組合員向け学習会やシンポジウムの開催・・・資料①

各分野の取り組みの結果
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コープこ うべは、組合員や地域の皆さんと ともに持続可能な地域
社会の実現に向けた取り組みを進めます。

「コープのあるまち 協同のあるくらし」

～ご清聴ありがとうございました。～
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